
3．食品の摂取状況

緑黄色野菜，調味嗜好飲料，牛乳・乳製品が増加傾向にあるのに対し，米類，

砂糖類は減少傾向

全国平均1人1日当たり食品群別摂取状況は表3のとおり，前年に比べて米類，油脂類，海草類，

砂糖類，魚介類，卵類が減少しているが，ほかは増加している。

昭和50年以降の年次推移について特に摂取量の変化の大きいものを示したのが図24であり，緑黄

色野菜，調味嗜好飲料，牛乳・乳製品が増加傾向にあるのに対し，米類，砂糖類は減少傾向にある。

表3　食品群別摂取量の年次推移 （g）

昭和50年　　　55年　　　60年　　　平成2年　　　5年　　　　6年　　　　7年
（1975）　　　（1980）　　 （1985）　　 （1990）　　（1993）　　（1994）　　　（1995）

穀類米類

小麦類

いも類

油脂類

豆類

緑黄色野菜

その他の野菜※

果実類

海草類

砂糖類

調味嗜好飲料

菓子類

魚介類

肉類

卵類

牛乳・乳製品

※ここでは．きのこを含むのでp．85とは合致しない。

図24　摂取量変化の大きい食品群の年次推移（昭和50年＝100）
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（1）植物性食品摂取量の推移

　植物性食品の摂取量の年次推移は図25のとおりである。昭和50年以降，米類が248．3gから平成

7年で167．9gと減少し，果実類も減少傾向にあるほかは，小麦類，豆類，いも類の摂取は横ばいの

状況にある。一方，緑黄色野菜は増加の傾向がみられる。

（2）動物性食品摂取量の推移

　動物性食品の摂取量の年次推移は図26のとおりである。昭和50年以降，牛乳・乳製品が103．5g

から平成7年で144．4gと増加し，肉類も64，2gから平成7年では82．3gと増加している。魚介類，

卵類の摂取は横ばいの状況にある。

（3）嗜好性食品摂取量の推移

　嗜好性食品の摂取量の年次推移は図27のとおりである。酒類，嗜好飲料は増加の傾向がみられる。

油脂類は横ばいの状況にあり，砂糖類は緩やかな減少傾向にある。

（g）
図25植物性食品摂取量の年次推移
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（g）　　　　　　図26　動物性食品摂取量の年次推移
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（g）　　　　　　図27　嗜好性食品摂取量の年次推移
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